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 第４章では、CFG と LfDB から入手した実験データの MCAW を用いた解析について述べている。
特に、GBP の濃度を変化させて実施された実験データを解析した結果について考察した。例えば、
ガラクトースを認識すると知られている Galectin-3 では、2μg、5μg と 10μg と濃度を変化さ
せて 3 回糖鎖アレイ実験が行われた。この場合は、3 回のデータで共通に認識される糖鎖プロフ
ァイルが得られた。特に、ポリラクトサミン構造が共通していた。一方、マンノースを認識する
Concanavalin A (ConA)では 1μg、5μg、10μg、50μg と濃度を変化させて実験した結果を解析
した。1μg と 5μg では予想通り高マンノース型の糖鎖プロファイルが得られた。しかし、高濃
度の 10μg と 50μg の糖鎖プロファイルでは大きな構造が認められ、Galectin-3 同様なポリラク
トサミン構造を含むパターンが出現した。また、1μg 以外の糖鎖プロファイルではコアフコース
が認められ、これは、文献の報告されているものと一致していた。さらに、LfDB のデータ解析に
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